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昭和55年度 全国高等学校総合体育大会

第28回全国高等学校漕艇選手権大会）
入賞クルー名簿

ス
カ

シ
ン
グ

開
会
式
に
花
を
添
え
た
鼓
笛
隊

55総
体
漕
艇
選
手
権
大
会
終
る

昭
和
五
五
年
度
全
国
高
等
学
校
総
体
連
旗
、
大
会
旗
、
町
旗
な
ど
の
掲

合
体
育
大
会
漕
艇
競
技
が
、
八
月
一
揚
、
前
年
度
優
勝
の
滋
賀
県
立
長
浜

日
か
ら
五
日
ま
で
鹿
野
川
湖
に
お
い
農
業
高
校
（
男
子
ナ
ッ
ク
ル
）
他
三

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
よ
り
、
優
勝
旗
、
優
勝
杯
か
返
環

一
日
の
午
後
二
時
四
五
分
か
ら
さ
れ
ま
し
た
。

は
‘
鼓
笛
隊
の
先
導
で
選
手
が
町
内
続
い
て
佐
々
木
大
会
長
の
あ
い
さ

パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

つ

が

あ

り

、

大

野

町

長

と

大

洲

高

校

午
後
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
三
年
露
成
和
子
さ
ん
か
地
元
を
代
表

に
は
、
四
一
都
道
府
県
か
ら
九
三
校
、
し
て
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

一
四
ニ
ク
ル

ー

の

選

手

、

役

員

お

よ

最

後

に

選

手

を

代

表

し

て

県

立

宇

そ
一
、
三

0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
和
島
東
高
校
主
将
山
下
武
久
君
が
、

選
手
入
場
後
、
町
内
の
小
学
生
四
カ
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
開
会
式
を

年
生
以
上
一
八

0
人
で
編
成
し
た
鼓
終
わ
り
ま
し
た
。

笛
隊
か
、
「

55
」

の

人

文

字

を

作

る

二

日

か

ら

レ

ー

ス

が

始

ま

り

、

日

等
歓
迎
演
技
を
行
い
開
会
式
に
花
を
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
た
か
、

添
え
ま
し
た
。

全
般
的
に
東
日
本
勢
の
活
躍
が
目
立

開
会
式
で
は
、
塩
野
谷
副
大
会
長
ち
ま
し
た
。

が
開
会
宣
言
、
つ
づ
い
て
国
旗
、
高
地
元
愛
媛
県
勢
は
‘
準
々
決
勝
、

-

＼

J

べ
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Jし

-“
 

集蘇'ペ，
 

3心
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贅

フ
ォ
ア

シ
工

）レ
Jレル

フ
ォ
ア

女
子

ナ
ッ
ク
ル

フ
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ア

男
子

ナ
ッ
ク
ル ／

 

種
目
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長
野
県
立

岡
谷
南
高
等
学
校

小

口

弘

晃

3
分

44
秒
9

滋
賀
県
立

瀬
田
工
業
高
等
学
校

3
分

22秒

6

滋
賀
県
立

長
浜
農
業
高
等
学
校

4
分

6
秒

8

福
井
県
立

美
方
高
等
学
校

3
分
41
秒

8

1憂

勝

千
葉
県
立岬

高
等
学
校

魚

地

利

明

3
分

45
秒
7

岐
阜
県
立

八
百
津
高
等
学
校

3
分

25
秒
7

美
方
高
等
学
校

4
分

14
秒

6

福
井
県
立

千
葉
県
立岬

高
等
学
校

3
分

44
秒

8

準
濯
勝

準
決
勝
で
姿
を
消
し
、
今
年
も
上
位

入
賞
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
日
の
午
後
か
ら
は
雨
に
見
ま
わ

れ
ま
し
た
が
、
レ
ー
ス
は
雨
の
中
で
予

定
通
り
行
わ
れ
、
五
日
の
閉
会
式
も
肱

川
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
風
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
降
り
続
い
た
雨
で
青
く
澄

ん
で
い
た
湖
水
も
黄
色
く
濁
り
、
ま

た
ダ
ム
も
放
流
す
る
な
ど
四
六
総
体

を
思
い
起
こ
す
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

．
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神
奈
川
県
立

津
久
井
高
等
学
校

工

藤

晴

三

3
分

49
秒

4

岩
手
県
立

宮
古
高
等
学
校

3
分

27
秒
6

福
島
県
立

喜
多
方
女
子
高
等
学
校

4
分

21
秒

4

滋
賀
県
立

瀬
田
工
業
高
等
学
校

3
分

51
秒

3

イ立

長
崎
県
立

存
園
芸
高
等
学
校

田

峰

務
3
分

51
秒
8

長
野
県
立

岡
谷
南
高
等
学
校

3
分

29
秒

0

岩
手
県
立

山
田
高
等
学
校

4
分

15
秒

6

福
島
県
立

川
口
高
等
学
校

3
分

43
秒

9

4 

f立

福
島
県
立

耶
麻
農
業
高
等
学
校

加

藤

征

進

3
分

53
秒

6

兵
庫
県
私
立

柳
学
園
高
等
学
校

3
分

29
秒
4

長
野
県
立

岡
谷
東
高
等
学
校

4
分

24
秒

3

岩
手
県
立

山
田
嵩
等
学
校

3
分

47
秒
4

5 

1立

岩
手
県
立

黒
沢
尻
工
業
高
等
学
校

昆

文

夫

3
分

54
秒

2

青
森
県
立

青
森
高
等
学
校

3
分

33
秒
5

島
根
県
立

江
津
工
業
高
等
学
校

4
分

28
秒
2

意
森
県
立

む
つ
工
業
高
等
学
校

3
分

48
秒
4

6 

イ立
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今
年
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
は
、
全

国
高
校
総
体
の
前
夜
祭
と
し
て
、
七

月
三
一
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
天
候
の
都
合
に
よ
り
延
期
さ
れ

例
年
行
わ
れ
て
い
る
八
月
七
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
日
も
小
雨
が
ば
ら
っ

き
、
役
員
、
関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ

せ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
に
し
た
下
鹿
野
川
商

店
街
で
は
、
ビ
ッ
ク
リ
市
‘
農
産
物

販
売
、
花
木
の
展
示
即
売
な
ど
か
行

わ
れ
ま
し
た
か
、
な
か
で
も
た
こ
焼

の
評
判
か
よ
く
、
一
日
中
お
客
か
た

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
後
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
リ
ラ
ー

館
に
も
、
子
供
た
ち
か
つ
め
か
け
に

き
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
盆
踊
り
は
、
肱
川
中
学
校

の
運
動
場
へ
特
製
ヤ
グ
ラ
を
設
け
、

今
ま
で
と
ち
が
っ
た
広
々
と
し
た
所

で
行
わ
れ
、
ま
た
、
判
奏
に
は
三
味

線
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
三
味
と

太
鼓
で
行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

盆
踊
り
終
了
後
、
午
後
九
時
か
ら

肱
川
中
学
校
表
の
川
原
で
、
夏
ま
つ

り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会

が
行
わ
れ
、
夜
空
に
咲
く
七
色
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

笹
ま
つ
り
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

〇

弁

天

娘

賞

金

森

勝

0

天
の
羽
衣
賞
八
重
商
店

0
夕

鶴

賞

和
気
マ
サ

細
菌
性
食
中
毒
の
予
防

食
中
毒
は
、
原
因
物
質
か
ら
細
菌

性
（
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
プ
ド
ウ
球
菌
、

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
な
ど
）
、
化
学
物
質

（
食
品
添
加
物
、
工
業
毒
）
、
自
然
食

（
フ
グ
、
キ
ノ

コ
な
ど

）
に
分
け
ら

れ
ま
す
か
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
細

菌
性
の
も
の
で
す
。

な
か
で
も
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
も
の
か
多
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◎
新
鮮
な
食
品
を
用
い
る
こ

と
が
大

切
な
の
は
当
然
で
す
が
、
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
は
魚
の
表
面
に
つ
い
て
急
速
に

＿
―
口
医
学
＿

夏
の
夜
空
に
七
色
の
花

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

o o o. o 
冠織牽ア＇

ィ，
姫牛デ --手ニ

ァ
賞賞 賞 賞

〈
サ
和
気
商
店

鹿
野
川
セ
ン
タ
ー

鹿
野
川
主
婦
の
店

シ
ス
タ
ー
美
容
室

増
殖
す
る
の
で
、
新
鮮
な
魚
で
も
生

で
食
べ
る
と
食
中
毒
を
お
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

六
ー
一

0
月
に
は
‘
な
る
べ
く
魚

や
貝
の
生
食
を
さ
け
る
の
が
安
全
で

す
。も

し
食
べ
る
な
ら
‘
真
水
で
十
分

す
ぎ
る
は
ど
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

魚
を
調
理
し
た
ま
な
板
や
は
う
ち

ょ
う
か
ら
、
二
次
的
に
は
か
の
食
品

や
食
器
を
よ
ご
し
、
食
中
毒
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

調
理
器
具
も
よ
く
洗
っ
て
清
潔
を

心
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
‘

患
者
や
保
菌
者
の
排
泄
物
か
ら
食
物

に
混
入
し
て
お
こ
る
ば
か
り
で
な
く
、

ネ
ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
よ
る
食
物
汚

染
が
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
駆
除
は
、
手
軽
に
薬
に

た
よ
る
だ
け
で
な
く
、
住
ま
い
を
清

潔
に
す
る
と
い
う
基
本
的
な
衛
生
知

識
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

◎
人
間
の
鼻
咽
腔
や
化
膿
し
た
傷
に

い
る
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
‘

つ
ば
や
ウ
ミ
か
ら
食
物
に
混
入
し
て

お
こ
り
ま
す
。

こ
の
菌
は
調
理
程
度
の
加
熱
で
は

死
滅
し
な
い
の
で
、
火
を
通
し
た
か

ら
と
安
心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

古
く
な
っ
た
食
物
は
食
べ
な
い
は

う
か
ぶ
な
ん
で
す
。

調
理
の
前
に
は
、
よ
く
手
を
洗
う

こ
と
と
と
も
に
手
に
傷
の
あ
る
人
は

調
理
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎
調
理
し
た
食
品
は
早
く
食
べ
る
に

こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保

存
す
る
と
き
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。

五
度
以
下
の
冷
蔵
唐
の
中
で
は
、

短
時
間
な
ら
ば
細
菌
は
は
と
ん
ど
増

え
ま
せ
ん
。

た
だ
、
冷
蔵
庫
に
食
品
を
つ
め
こ

ん
だ
り
、
扉
を
ひ
ん
ば
ん
に
開
け
る

と
庫
内
の
温
度
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
点
に
注
意
し
、
冷
蔵
庫
を
過

信
し
な
い
こ
と
。

一
集
音
マ
イ
ク
一

0

「昔

は
こ
が
い
な
も
の
で
田

畑
を
や

っ
て
お
っ

た
ん
じ
ゃ
か

ノ
ー
」
な
ん
て
資
料
が
ゾ
ク
ゾ
ク

展
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
農
業
資
料

館
、
大
駄
場
に
建
設
。

％
農
業
資
料
館
入
札

｝

（
％
起
工
式

0

異
常
低
温
と
合
せ
て
異
常
な

長
雨
で
地

山
も
ゆ
る
み
っ
ば
な

し
、
あ
ち
こ
ち
で
山
崩
続
発
。
災

害
発
生
件
数
は
う
な
ぎ
登
り
。

（
％
危
険
ヵ
所
総
点
検
町
内
巡

視
）

0

ま
ち
か
ね
た
夏
休
み
、
海
へ

山
へ
、
み
ん
な
で
一
諸
に
楽
し
く

過
し
て
二
学
期
に
そ
な
え
よ
う
。

（
％
小
・
中
学
校
‘
一
学
期
終

業
式
）

0

「
成
功
さ
せ
よ
う

55
総
体
」

を
合
言
葉
に
す
べ
て
の
準
備
を
終

り
、
後
は
選
手
を
ま
つ
ば
か
り
、

実
行
委
員
会
役
員
で
最
後
の
打
合

せ
を
行
な
っ
゜

(％

55
総
体
実
行
委
員
会
）

0

「
米
は
作
る
な
と
言
う
し
、

大
豆
じ
ゃ
な
い
と
補
助
金
は
少
な

い
し
」
し
か
し
歩
い
て
見
る
と
肱

川
も
広
い
な
ァ
゜

（
払
丁
’
ん
水
田
転
作
確
認
調

査）

0

「
自
分
等
の
道
じ
ゃ
も
の
‘

自
分
等
の
川
じ
ゃ
も
の
、
自
分
等

で
き
れ
い
に
せ
に
ゃ
ア
」
朝
早
く

か
ら
河
川
、
道
路
の
整
備
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。

（
％
環
境
美
化
デ
ー
）
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一
、
自
然
条
件

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
一
九
一

八
年
第
一
次
大
戦
後
の
旧
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
｀
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
崩
壊
後

ポ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ビ
ア
、
ス
ロ
バ
キ

ア
地
方
を
合
併
し
独
立
し
た
国
で
、

一
九
六
九
年
か
ら
チ
ェ
コ
共
和
国
と

ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
の
連
邦
制
国
家

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
‘
去
る
五
月
二
二
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
の
一

九
日
間
、
日
本
農
村
振
興
協
会
か
主
催
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

お
け
る
農
村
振
奥
対
策
事
情
調
査
団
の
一
貝
と
し
て
参
加
し
た
‘
町
農

林
課
長
補
佐
宮
田
章
の
報
告
書
を
も
と
に
今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
り

紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
欧
州
諸
国
の
農
業
事
情
の
実
態
を
知
る
上

で
の
参
考
資
料
と
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い

。

低
地
か
ら
山
岳
ま
で

四
つ
の
農
業
地
帯
区
分

と
な
っ
て
い
る
。

チ
ェ
コ
地
方
は
、
戦
前
か
ら
一
定

の
工
業
発
展
を
遂
げ
（
鉄
鋼
‘
機
械
、

兵
器
‘
機
関
車
な
ど
）
ま
た
、
そ
れ

ら
の
工
業
都
市
を
そ
な
え
、
さ
ら
に

西
欧
へ
の
輸
出
向
け
の
農
業
生
産
の

発
展
も
み
ら
れ
た
。

戦
後
は
、
農
業
改
革
、
そ
れ
に
引

続
く
集
団
農
業
へ
の
再
編
の
中
で
、

両
地
方
の
経
済
格
差
の
是
正
、
工
業

力
を
背
景
に
し
た
集
約
性
の
高
い
農

業
の
育
成
、
農
産
物
の
自
給
率
の
向

上
な
ど
の
農
業
面
に
お
け
る
課
題
を

追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
資
源
と
し
て
は
‘
七
、

0
四
三

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
面
積
（
内

耕
地
面
積
四
、
九
四
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
九
九
万
人
の
恒
常
的
労
働
者
で
、

一
、
四
七

0
万
人
の
総
人
口
を
養
う
こ

と
と
な
る
。

農
業
者
一
人
当
た
り
農
地
面
積

七
•
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
‘
扶
養
人
ロ
一

四
・
八
人
の
割
合
で
あ
）
‘
集
約
性
、

労
働
生
産
性
の
高
い
農
業
が
必
要
と

さ
れ
た
。

気
象
条
件
は
、
海
洋
性
気
候
と
大

陸
性
気
候
の
両
方
の
影
響
を
受
け
、

大
西
洋
か
ら
の
南
西
風
か
冬
の
寒
さ

を
緩
和
す
る
と
共
に
、
大
陸
性
気
候

の
影
響
で
夏
の
平
均
気
温
か
上
昇
し
、

全
体
と
し
て
そ
の
位
置
に
比
し
作
物

の
成
育
に
比
較
的
良
い
条
件
を
与
え

て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
雨
量
の
全
国
平
均
は
、
年
六

八
八
ミ
リ
訂
で
あ
る
が
、
そ
の
三
分

の
二
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
降
り
、

作
物
の
成
育
を
促
進
す
る
。

し
か
し
西
部
ボ
ヘ
ミ
ア
、
南
モ
ラ

ビ
ア
の
山
岳
地
域
の
周
辺
の
一
部
は

“
雨
の
影
“

と
呼
ば
れ
‘
降
水
量
が
不

足
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。

全
国
的
に
も
春
か
ら
夏
の
降
雨
量

に
作
物
が
大
き
な
影
響
を
受
け
干
ば

つ
の
被
害
を
こ
う
む
る
こ
と
も
あ
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
自
然
条

件
と
農
業
条
件
を
考
慮
し
て
、
戦
前

か
ら
通
例
四
つ
の
農
業
地
帯
基
本
区

分
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
区
分
は
農
業
税
、

補
助
金
の

視察に参加した

宮田章課長補佐

欧
州
諸
国
の
農
業
事
情
視
察
報
告
①

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
農
業
政
策

こ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
育
成
地
帯
は
‘

具
体
的
に
は
南
東
モ
ラ
ビ
ア
、
南
部
お

よ
び
南
東
ス
ロ
バ
キ
ア
に
み
ら
れ
る
。

. L-

大型トラクター（能力は低い）

算
定
基
準
と
し
て
も
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

【

1
】
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
成
育
地
帯

（
全
農
地
の
―
二
％
）

海
抜
二

0
0
訂
以
下
の
低
地
に
み

ら
れ
、
大
陸
性
型
の
暖
か
い
乾
燥
し

た
気
候
で
、
年
平
均
降
雨
量
は
五

0

0
ミ
リ
い
い

ー
六

0
0
ミ
リ
訂
を
越
え

ず
、
年
平
均
気
温
は
九
度
C
以
上
と

な
る
。

土
壌
は
大
部
分
か
黒
土
‘
褐
色
土
‘

沖
積
土
で
あ
る
。

こ
の
地
帯
は
温
帯
性
作
物
、
ト
ウ

モ
ロ
コ

シ
、
野
菜
、
あ
る
程
度
ま
で

の
て
ん
菜
に
適
す
る
。

土
壌
の
タ
イ
プ
と
深
度
に
よ
り
、
さ

ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

①
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
—
ラ
イ
麦
地
帯

②
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
大
麦
地
帯

③
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
小
麦
地
帯

て
ん
菜
成
育
地
帯

”

（
全
農
地
の
ニ
―
•
四
％
）

お
お
よ
そ
海
抜
三
五
〇
訂
ま
で
の

起
伏
の
あ
る
平
野
、
丘
陵
地
帯
に
み

ら
れ
‘
平
均
気
温
八
ー
九
度
C
と
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
か
な
り
暖
か
い

気
候
で
あ
る
か
‘
降
雨
量
は
六

0
0

ミ
リ
訂
と
い
く
ぶ
ん
少
な
い
。

土
壌
は
褐
色
土
、
黒
土
、
さ
ら
に

ボ
ド
ソ
ル
の
一
部
分
を
含
む
。

こ
の
地
帯
は
て
ん
菜
、
小
麦
、
・
大

麦
、
チ

コ
リ
、
野
菜
、
果
実
、
さ
ら

に
は
特
定
地
域
で
の
ホ
ッ
プ
栽
培
に

適
し
て
い
る
。

こ
の
て
ん
菜
成
育
地
帯
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
成
育
地
帯
の
周
辺
に
み
ら
れ
、

中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
、
エ
ル
ベ
河
、
オ
ー

ジ
ュ
淫
谷
中
央
低
地
な
ど
に
あ
る
。

【

3
】
ば
れ
い
し
ょ
成
育
地
帯

（
全
農
地
の
五

O・
六
％
）

海
抜
五

0
0
ー
七

0
0訂
ま
で
の
高

地
に
あ
り
、
年
平
均
気
温
六
・
五
度
C
、

年
降
雨
量
八

0
0
ミ
リ
訂
で
あ
る

J

土
壌
は
ボ
ド
ソ
ル
で
大
部
分
は
森

林
で
あ
る
。

ば
れ
い
し
ょ
‘
穀
物
、
飼
料
作
物

（
特
に
こ
の
地
帯
で
は
農
業
所
得
の
七

五
％
か
畜
産
と
い
わ
れ
て
い
る
）
な

ど
か
栽
培
さ
れ
る
。

四
五

O
M
位
ま
で
は
穀
物
の
適
地

で
、
低
い
方
で
は
小
麦
‘
大
麦
、
高

く
な
る
に
つ
れ
て
砂
質
土
か
多
く
な

り
、
ラ
イ
麦
、
エ
ン
麦
ば
れ
い
し
ょ

向
き
と
な
る
。

【

4
】
山
岳
農
業
地
帯

（
全
体
の
一
六
・
八
％
）

海
抜
六

0
0
:;以
上
の
地
帯
で
、
年

平
均
気
温
六
度
C
、
年
降
雨
量
八

0
0

ミ
リ
訂
‘
土
壌
は
ボ
ド
ソ
ル
で
あ
る
。

【

2
】
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こ
の
地
帯
の
四
五
％
は
森
林
‘

二

ば
れ
い
し
ょ
、
ラ
イ
麦
、
エ
ン
麦
、

0
％
は
永
久
牧
草
地
で
あ
り
、
耕
地
亜
麻
‘
牧
草
、
牛
や
羊
の
飼
料
な
ど

は
一

0
％
の
み
で
あ
る
。

が
み
ら
れ
る
。

低
い
農
業
の
成
長
率

労
働
力
が
急
激
に
減
少

こ
れ
は
一
方
で
戦
後
の
工
業
成
長

を
支
え
る
要
因
と
も
な

っ
た
が
、
農

業
で
は
労
働
生
産
性
の
大
幅
な
向
上

が
必
須
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
に
ニ
二
八
万
人
い
た

農
業
労
働
者
は
‘

一
九
七
五
年
に
は

九
九
万
人
に
減
少
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
労
働
生
産
性
は
、
戦
前
比
で
約

四
•

四
倍
（
土
地
生
産
性
は
一
・
五
六

倍
）
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

―
―
-
、
農
業
政
策

現
在
の
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
農

業
構
造
は
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

二、農業生産の動向

戦後のチェコスロバキアの農

業動向は（第1表）、戦前対比で

国民所得が四・六倍、工業生産が

九倍程に増加しているのに対し

て、農業生産は一・四倍とその成

長率が低いことが特徴的である。

しかも一九六0年代の後半に
なって、ようやく総生産で戦前

水準に追いつき‘ーり産
地当生

農ha粗
長

成
六0年代後半か

ら一九七四年ま済労ーり産
業者当生

農慟人柑経
の
では農業生産が

（特に畜産中心）後産
顕著に増加して戦産治物

物ア生
作
且

業

いる。キ

チェコスロバパ農
生

総産
ロ

スキアの戦後の農

工業生産業生産の動向のコ
工

チ中で見落せない

問題として、農国民所得

梨労働力の急激表

な減少がある。第

農業生産の中心は

集団化農業
農業生産の中心は、国営農場と

農業生産協同組合であり、個人農

は集団化できない山岳地域など特

にスロバキア地方に多く、その労

1948 97 108 73 78 67 

1950 117 143 86 

1955 173 243 92 91 92 

1960 243 403 100 94 106 

1965 268 520 97 80 116 

1970 373 722 122 104 143 

1973 438 879 137 118 160 

1974 462 935 141 120 164 

（注）国民所得工業生産1937=10;)としたと きの指数

農業については、1936=100とした ときの指数

(1967年価格で計算）

表2
 

第働
力
も
高
令
化
、
女
性
化
し
て
お
り
、

こ
こ
数
年
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

農
業
生
産
の
七
六
％
‘
商
品
生
産
の

九
二
％
は
社
会
化
部
門
（
国
営
部
門
と

協
同
組
合
部
門
）
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

農
業
協
同
組
合
員
の
自
留
地
経
営
と

個
人
農
経
営
は
、
農
業
生
産
の
一
四
％

と
な
る
が
、
自
給
生
産
率
も
高
く
‘

商
品
生
産
割
合
は
八
％
程
度
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
小
規
楔
生
産
は
小
家
畜
、

野
菜
‘
果
樹
な
ど
に
一

定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

国
営
農
場
は
‘
社
会
主
教
農
業
の

モ

デ
ル
、
実
験
農
場
と
な
る
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
実
際
優
先
的
に
国
家
投

資
を
受
け
る
な
ど
し
た
か
‘
立
地
条

件
の
悪
い
も
の
も
多
く

モ
テ
ル
の
役

割
を
果
た
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

こ
の
集
団
化
政
策
は
、
一
九
四
九

年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国
の
第
一
次
五
ヵ

年
計
画
と
重
な
り
、
重
工
業
優
先
政

策
の
中
で
、
農
業
生
産
は
相
対
的
に

軽
視
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

し
か
し
一
九
五
三
年
に
は
こ
の
性

急
す
ぎ
た
集
団
化
政
策
か
反
省
さ
れ
、

国
全
体
か
ら
見
た
農
・
工
業
の
調
整

農業構造(1974年）

出に
農＾

物:［合～

冒
晨a

％ ~ ー 、

％ 生％^ 
産-

総 計 990 100 7042 100 100.0 100.0 

国営部門 252 25 5 2122 30. l 26, 3 29, 0 

内国営農場 165 16. 7 

組農業合生産協同 679 68 6 4163 59.1 59, 7 62 8 

（自留地） 219 3.1 6. 3 3 5 

個人農 59 6 0 471 6. 7 7. 7 4, 7 

四
、
農
業
労
働
カ
ー
課
題

一
九
七
五
年
現
在
、
農
業
労
働
力
は

1
0
0万
人
を
割
っ
て
お
り
、
終
戦
後

二
三

0
万
人
の
農
民
が
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
三

0
年
近
く
で
二
分
の
一
以

下
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と
か
わ
か
る
。

こ
の
減
少
の
中
で
、
高
齢
化
、
女

性
化
な
ど
農
業
労
働
力
の
劣
弱
化
が

大
き
な
問
題
と
な

っ
た
。

現
在
、
年
令
構
成
は
平
均
四
四
才

で
あ
る
か
、
こ
こ
数
年
の
動
き
の
中
で

は
、
年
令
構
成
の
高
令
化
が
止
ま
り
つ

つ
あ
り
‘

三
0
オ
以
下
の
若
年
労
慟
力

は
二
二
％
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
農
工
間
の
所
得
格
差
の
減

}
 

政
策
か
三
ヵ
年
実
施
さ
れ
、

農
産

物

そ

し

て

五

0
年
代
後
半
に
新
し
い

農

価
格
の
引
上
げ
、
供
出
割
当
の
減
少
業
生
産
組
織
で
あ
る
国
営
農
場
、
農
業

な
ど
か
行
わ
れ
た
。

生
産
協
同
組
合
か
で
き
あ
か

っ
た
。

高
齢
化
社
会
に
歯
止
め

若
い
技
能
労
働
者
養
成
に
努
力

少
、
農
村
の
相
対
的
な
事
情
の
良
さ
‘

自
動
車
の
普
及
な
ど
農
村
の
生
活
環

境
か
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
と
く
に

若
い
労
働
者
は
技
能
労
働
者
と
し
て
、

当
初
か
ら
良
い
報
酬
が
得
ら
れ
る
条

件
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
事
情
が
背
景

に
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

農
業
労
働
者
の
質
の
向
上
に
関
し

て
は
、
今
後
さ
ら
に
農
業
労
働
力
か

減
少
す
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
る
中
で

若
い
技
能
労
働
者
を
養
成
す
る
こ
し

か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

近
代
的
農
業
経
営
の
拡
大
と
と
も

に
‘
か
っ
て
の
農
民
と
は
異
な
る
市J

門
化
し
た
技
能
労
働
者
か
農
民
の
中

心
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お

り`
、
現
在
六

0
ー
七

0
％
近
く
の
農

民
が
何
ら
か
の
技
能
資
格
を
有
し
て

お
り
、
今
後
と
も
こ
の
比
率
が

高

ま

っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
女

性
が
農
業
労
働
力
の
約
五

0
％
を
担

っ

て
お
り
、
と
く
に
畜
産
で
そ
の
割
合

が
高
い
の
か
特
徴
的
で
あ
る
が
そ
の

質
の
向
上
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

叩
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
農
業
教
育

は
よ
く
整
偶
さ
れ
て
い
る
よ
う
て
あ
る
。

初
等
義
務
教
育

（九
年
制
）
終
了

後、

中
等
教
育
機
関
と
し
て
震
業
馴

練
セ
ン
タ
ー
、
四
年
制
の
中
等
農
業

技
術
学
校
、
さ
ら
に
高
等
教
育
機
関

と
し
て
農
業
大
学
五
年
制
ガ
あ
る
。
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肱
川
町
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
衆
参
同
時

選
挙
な
ど
の
関
係
で
、
七
月
四
日
に
会
期
一
日

間
で
開
か
れ
、
町
長
発
議
の
議
案
五
件
、
議
貝

発
議
の
請
願
一
件
、
議
案
一
件
を
、
原
案
ど
お

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し

0

町
職
員
退
職
勧
奨
の
今
後
の
措

置
に
つ
い
て

問

人

事
の
刷
新
と
事
務
の
円
滑
化

を
は
か
る
た
め
、
昨
年
度
共
稼
ぎ
職

員
の
退
職
勧
奨
を
行
い
、
こ
れ
に
応

じ
た
者
、
応
じ
な
か

っ
た
者
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
折
勧
奨
の
方

法
に
あ
い
ま
い
な
点
が
あ

っ
た
よ
う

に
一
般
の
声
も
あ
る
か
、
今
後
も
勧

奨
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
将
来
に
お
い
て
も
共
稼
ぎ

の
問
題
は
起
き
て
く
る
可
能
性
は
あ

る
。
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
方
策
と
し

て
、
職
員
採
用
の
時
に
、
何
ら
か
の

条
件
を
付
け
る
措
置
は
で
き
な
い
も

の
か
。

答
肝
年
度
共
稼
ぎ
職
員
の
退
職
勧

奨
を
し
だ
ガ
、
今
後
に
お
い
て
も
共

稼
ぎ
を
な
く
し
、
少
し
で
も
町
民
に

就
職
の
門
戸
を
開
き
だ
い
気
持
に
変

り
は
な
い
。

し
力
し
、
現
時
点
で
は
勧
奨
を
す

農
業
資
料
館
を
建
設

り
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
事
務
に
対
し
て
の
一
般
質
問
は
‘

二
人
の
議
員
が
七
項
目
に
つ
い
て
行
い
、
町
長

か
こ
れ
に
答
え
ま
し
た
。

る
考
え
は
な
い
。
肝
年
度
の
勧
奨
の

際
も
摩
擦
や
誤
解
も
あ
り
、
い
可
れ

に
し
て
も
難
力
し
い
問
題
で
苦
労
も

し
だ
ガ
、
結
果
的
に
は
予
期
し
だ
成

果
は
挙
ガ
ら
な
力
つ
だ
。

な
あ
、
採
用
時
に
共
稼
ぎ
を
禁

q

る
よ
う
な
条
件
を
付
け
る
こ
と
は
、

基
本
的
人
権
、
差
別
の
禁
止
、
就
業

の
自
由
な
ど
法
の
精
神
力
ら
言
っ
て

適
切
で
な
く
、
そ
の
措
置
を
と
る
つ

も
り
は
な
い
。

0
臨
時
職
員
に
つ
い
て

問
臨
時
職
員
が
多
い
よ
う
に
思
う

が
、
財
政
面
か
ら
職
員
の
定
数
を
ふ

や
さ
ず
に
臨
時
職
員
で
や
っ
て
い
く

つ
も
り
か
。
私
は
こ
の
こ
と
に
は
異

論
は
な
い
。

一
方
雇
わ
れ
て
い
る
側
と
し
て

は
、
長
期
に
亘
っ
て
の
臨
時
職
員
で

は
仕
事
に
対
す
る
意
欲
の
問
題
、
年

金
な
ど
将
来
に
大
き
な
影
響
が
起
き

る
場
合
も
あ
る
し
、
ま
た
、
勤
務
す

る
部
署
に
よ
っ
て
は
、
臨
時
職
員
で

は
い
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は

新
農
構
事
業
で

大
駄
場
へ

な
い
か
。

現
在
の
臨
時
職
員
の
数
‘
雇
用
条

件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
證
時
職
員
は
、
保
健
婦
一

人
、
教
育
委
員
会
関
係
四
人
、
各
種

事
業
の
推
進
事
務
な
ど
四
人
で
あ

る。
だ
だ
財
政
の
み
を
考
え
て
こ
の
よ

う
に
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
ガ
、
採

用
の
目
的
ガ
違
っ
て
い
る
し
、
す
で

に
年
金
受
給
者
も
あ
り

一
律
に
は
い

力
な
い
。
職
務
の
内
容
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
事
情
も
あ
っ
て
、
そ
れ
な

り
の
雇
用
を
し
て
い
る
。
指
摘
の
あ

っ
だ
部
署
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来

正
式
職
貴
を
当
て
る
こ
と
に
可
る
。

0
町
有
地
取
得
に
関
連
す
る
こ
と

に
つ
い
て

問
町
か
先
に
取
得
し
た
土
地
は
、

未
墾
地
買
収
で
あ
っ
た
由
、
間
接
的

に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
元
の
地
主

は
、
町
か
買
取
る
と
き
一
言
相
談
を

し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
地
主
は
土
地

六
月
定
例
町
議
会

も
多
く
所
有
さ
れ
て
い
る
し
、
若
し

感
情
を
悪
く
さ
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら

町
が
進
め
る
事
業
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
も
あ
る
。
町
長
は
、
こ
の
点
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
。

答
元
の
地
主
の
方
に
は
、
町
と
し

て
は
平
素
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
ガ
あ
っ
だ
ら

詳
し
く
事
情
を
説
明
し
了
解
を
求
め

る
。
私
は
4

つ
ま
で
も
、
す
べ
て
の
問

題
に
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
て
あ

り
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
い
だ
だ
＜

よ
う
お
願
い
を
し
て
い
く
つ
も
り
て

あ
る
。〇

農
林
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
町
政
懇
話
会
か
定
期
に
開
か
れ

て
い
る
か
、
あ
る
団
体
長
の
個
人
的

な
話
で
は
、
余
り
効
果
が
挙
が
っ
て

い
な
い
感
じ
が
す
る
。
そ
の
理
由
は

町
が
提
出
す
る
報
告
事
項
か
多
く

て
、
本
当
に
腹
を
割
っ
た
ト
ッ
プ
の

話
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

事
務
的
な
も
の
は
、
各
団
体
の
幹

部
職
員
と
役
場
の
課
長
連
中
で
、
別

に
会
議
を
も
ち
論
議
を
し
懇
親
を
深

め
て
い
け
ば
よ
い
し
、
そ
の
意
味
で

町
政
懇
話
会
の
在
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
各
団
体
と
の
速
絡
提
携
を
は
カ

る
組
緑
と
し
て
、
町
政
懇
話
会
、
農

林
業
対
策
会
議
、
こ
れ
に
関
迫
可
る

幹
事
会
や
技
術
者
郎
会
を
設
け
て
い

る
。
印
政
懇
話
会
は
年
四
回
開
い
て

い
る
ト
ッ
フ
の
会
て
、
意
志
疎
通
を

は
力
る
こ
と
を
王
目
的
に
し
て
い

る。
事
務
的
に
流
れ
過
ぎ
る
と
言
わ
れ

だ
ガ
、
必
要
な
報
告
は
や
む
を
得
な

い
し
、
出
席
さ
れ
だ
方
ガ
い
ろ
い
ろ

な
角
度
力
ら
考
え
、
こ
の
会
を
生
力

し
て
貰
い
だ
い
。

職
員
間
で
は
、
幹
事
会
、
技
術
者

部
会
ガ
あ
り
、
速
携
は
と
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
意
見
の
こ
と
は
今

後
参
考
に
し
だ
い
。

問
0
森
林
総
合
整
備
事
業
に
関
連
し

て
技
術
者
の
雇
用
に
つ
い
て

問
最
近
自
然
保
護
確
保
の
上
か
ら

も
森
林
の
も
つ
公
共
性
と
、
林
業
の

重
要
性
は
見
直
さ
れ
て
い
る
か
、
木

材
価
格
の
低
迷
、
労
働
収
益
の
低
さ

か
ら
、
林
業
に
対
す
る
意
欲
か
薄
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

当
町
で
は
、
来
年
度
か
ら
森
林
総

合
整
備
事
業
が
予
定
さ
れ
、
先
に
森

林
組
合
が
地
区
別
に
説
明
会
を
開
い

て
、
自
分
の
山
の
手
入
れ
を
し
て
も

賃
金
が
貰
え
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

も
あ
っ
て
、
林
業
に
取
り
組
む
姿
勢

が
少
し
変
っ
て
い
る
。
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現
在
林
業
グ
ル
ー
プ
か
試
み
て
い

る
特
殊
材
、
優
良
材
生
産
な
ど
、
小

規
模
経
営
の
と
こ
ろ
で
は
、
集
約
的

林
業
へ
の
転
換
は
必
要
で
は
な
い

:

0
 

ヵ
小
田
町
で
は
‘
県
外
か
ら
磨
き
丸

太
の
職
人
を
雇
い
指
導
を
受
け
た
結

果
、
歴
史
の
あ
る
久
万
林
業
を
追
い

越
し
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
専
門
技
術
者

の
徹
底
し
た
指
導
を
受
け
れ
ば
‘
肱

川
銘
木
の
実
現
も
夢
で
は
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
森
林
組
合
で
は
、
肱
川
の
森
林

を
よ
く
可
る
だ
め
に
、
森
林
総
合
整

備
事
業
な
ど
目
下
鋭
意
計
画
策
定
中

で
あ
る
。

組
合
と
し
て
は
、
従
来
力
ら
林
業

の
振
罪
に
対
し
て
は
強
力
に
推
進
を

は
力
り
、
専
門
技
術
者
の
こ
と
は
、

組
合
に
あ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

し
、
あ
く
ま
で
も
組
合
中
心
で
や
る

べ
き
て
、
町
と
し
て
は
、
そ
の
態
勢

作
り
に
は
応
援
を
し
て
い
く
つ
も
り

て
あ
る
。

〇
素
材
加
工
施
設
の
設
置
に
つ
い

て

問
林
業
の
振
興
を
は
か
り
、
立
派

な
木
を
育
て
て
も
、
素
材
で
そ
の
ま

ま
販
売
す
る
の
で
は
芸
か
無
さ
す
ぎ

る
。森

林
組
合
は
、
植
林
の
指
導
か
ら

中
間
に
お
け
る
間
伐
材
や
最
後
の
素

材
を
有
利
に
販
売
で
き
る
加
工
施
設

を
持
つ
の
か
本
筋
と
考
え
る
か
、
法

的
な
問
題
も
あ

っ
た
り
、
ま
た
大
勢

雇
用
し
て
い
る
と
‘
暇
な
と
き
も

あ

っ
て
、
そ
の
時
は
買
取
り
な
ど
商

行
為
を
や
ら
ざ
る
を
徘
tiよい
。
そ
の

こ
と
は
組
合
と
し
て
は
出
来
難
い
と

思
う
。

そ
こ
で
、
森
林
組
合
が
中
心
と

な
っ
て
、
系
統
の
資
金
を
活
用
し
、

農
協
や
町
も
出
資
を
行
い
、
別
会
社

の
素
材
加
工
施
設
を
作
れ
ば
、
林
家

の
所
得
は
増
大
し
‘
町
長
の
公
約
し

た
町
内
で
の
仕
事
も
ふ
え
て
く
る
。

で
き
る
こ
と
な
ら
町
が
指
導
を
し

て
‘
素
材
加
工
施
設
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答
意
貝
に
は
同
感
で
あ
る
。
誰
し

も
身
近
力
に
あ
る
素
材
を
利
用
し
て

企
業
活
動
を
や
り
、
収
荏
を
挙
げ
る

事
業
を
起
こ
可
こ
と
を
考
え
て
い

る
。森

林
組
合
で
も
、
そ
の
方
向
で
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

だ
だ
問
題
に
な
る
点
は
、
資
源
ガ

あ
る
と
は
い
え
、
事
業
と
し
て
や
る

場
合
予
定
の
数
量
ガ
計
画
的
に
確
保

て
き
て
、
そ
の
事
業
ガ
成
り
立
つ

ヵ
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
力
ら
考
え
る

仰
要
ガ
あ
る
。

0
次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て

問

町
民
の
関
心
は
、
衆
参
同
日
選

挙
か
終

っ
て
、
次
の
町
長
選
挙
に

移

っ
て
い
る
。
現
町
長
の
立
候
補
の

噌
も
あ
る
か
、
町
長
は
ま
だ
真
意
を

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

や
は
り
早
い
時
期
に
明
確
に
し
て

お
い
て
、
次
の
仕
事
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
よ
い
と
理
解
を
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
真
意
の
程
を

は
っ
き
り
と
伺
い
た
い
。

答
私
の
任
期
は
来
年
三
月
で
、
カ

な
り
の
時
間
ガ
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。余

り
早
く
力
ら
エ
キ
サ
イ
ト
可
る

ょ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
配
慮
を
可

る
役
割
り
ガ
私
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
本
日
は
答
え
る
の
を
差
し

控
え
だ
い
。
だ
だ
、
、
私
も
一
期
目
で

あ
っ
て
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
い

だ
だ
い
て
、
仕
事
は
順
調
に
進
展
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
、
ご
判
断
を

お
願
い
し
だ
い
。
い
す
れ
適
当
な
時

期
に
意
志
を
表
明
可
る
つ
も
り
で
あ

る。
町
長
行
政
報
告
の

あ
ら
ま
し

0
六
月

一
八
日
豪
雨
に
よ
る
災
害

状
況
に
つ
い
て

住
宅
う
ら
山

一
件
二
百
万
円
、

農
地
四
件
百
九
十
万
円
、
農
道

一

件

百

万

円

、

合

計

六

件

四

百
九
十
万
円
の
被
害
額
で
あ
る
。

0

六
月

一「八
日
雹

（
ヒ
ョ
ウ
）
に

よ
る
被
害
状
況
に
つ

い
て

葉
た
ば
こ
、
桑
、
蚕
舎
損
壊
、

き
ゅ
う
り
、
ふ
き
等
に
、
千
百
一
五

万
九
千
円
の
被
害
を
受
け
た
。

0
七
月
一
日
豪
雨
に
よ
る
災
害
状

況
に
つ
い
て

農

業

関

係

ニ

―

件

三

千

三

百

万
円
、
土
木
関
係
二
四
件

四
千

九

百

三

三

万

円

合

計

四

五

件

八
干
二
百
三
三
万
円
の
被
害
を
受
け

こ。f
 災

害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
県
と
協

議
中
で
、
全
力
を
挙
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
農
業
関
係
の
救
済

に
つ
い
て
は
、
県
の
対
策
を
ま

っ
て

措
置
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

0
中
山
間
田
畑
再
編

（ヘ

ン
）
調

査
に
つ

い
て

中
四
国
農
政
局
管
内
で
当
町
の
み

が
指
定
を
受
け
、
田
畑
の
再
編
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
、
そ
の
指
標
、

営
農
形
態
、
経
営
な
ど
各
般
の
計
画

策
定
を
国
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
将

来
は
小
土
地
利
用
合
理
化
調
査
事

業
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い

る。
議
決
、
採
択
し
た
議
案
の

あ
ら
ま
し

0
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
策
定

法
律
に
甚
つ
く
も
の
で
、
当
町
の

振
興
計
画
を
樹
て
、
昭
和
六
0
年
ま

で
の
五
ヵ
年
間
の
諸
事
業
の
策
定
を

し
た
も
の
。

0

工
事
請
負
契
約
の
締
結
リ

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
農

業
資
料
館
新
築
工
事
で
、
大
駄
場
へ

新
設
す
る
も
の
。
契
約
金
額
七
千
二

百
二
十
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
当

町
の
肱
川
建
設
で
あ
る
。

0

昭
和
五
五
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

二
千
七
四
万
二
千
円
を
追
加
し

て
‘
予
算
総
額
は
｀
―
二
億
一
千
七

百
二
五
万
八
干
円
と
な
っ
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
幼
稚
固
軟

備
費
四
百
三
五
万
円
、
高
校
総
体
体

育
大
会
費
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
繰

出
金
な
ど
。

0
昭
和
五
五
年
度
学
校
給
食
セ

ン

タ
ー
特
別
会
計
補
正
予
算

五
百
七
七
万
二
千
円
を
追
加
し

て
‘
予
算
総
額
四
干
二
百
七
七
万
二

千
円
と
な
っ
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
食
器
消
奇

保
管
庫
、

コ
ン
テ
ナ
、
焼
物
機
な
ど

の
設
備
整
備
費
で
あ
る
。

〇
請
願
食
糧
自
給
の
向
上
、

米
穀
政
策
の
確
立
、
本
年
産
米

の
政
府
買
入
価
格
に
関
す
る
も

の
肱
川
農
協
長
か
ら
請
願
の
あ
っ
た

も
の
、
産
業
常
任
委
員
か
紹
介
議
[11.

と
な
っ
て
処
理
し
た
。

0
意
見
書
靖
国
神
社
公
式
参
拝

に
関
す
る
も
の

遺
放
会
な
ど
か
ら
要
請
が
あ
り
‘

文
教
厚
生
常
任
委
員
か
提
出
者
と

な
っ
て
処
理
し
た
。
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き

前月比

4,010人(+1) 

男 1,985人(+2) 

女 2IO 2 5人(-1) 

1IO97戸(-1) 

（出生 l死亡 2転出 8
転出l。 ) 

（昭和55年 7月31日現在）

人 の 動

人 口

世帯数

中
動

月
異

7
の

今
年
の
一

0
月
一
日
に
は
、
全
国

い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。国

勢
調
査
は
国
の
も
っ
と
も
大
規

桧
な
、
か
つ
、
人
口
に
関
す
る
基
本

的
な
統
計
調
査
で
、
大
正
九
年
に
第

一
回
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
五
年

こ
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査

は
第
一
三
回
目
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

一
、
調
査
の
目
的

国
勢
調
査
は
、
全
国
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
別
の
人
口
や
世
帯
数
、
男

女
別
・
年
令
別
・
産
業
別
等
の
人
口

構
成
や
家
族
類
型
別
等
の
世
帯
構
成

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
国
は
も
ち

ろ
ん
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
地
域

社
会
に
直
結
す
る
行
政
に
役
立
つ
基

本
的
な
資
料
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

我
が
国
の
人
口
に
つ
い
て
は
‘
か

な
り
以
前
か
ら
、
①
人
口
の
都
市
集

中
に
伴
う
過
密
過
疎
の
問
題
‘
②
人

ロ
の
老
齢
化
‘
③
世
帯
の
細
分
化
な

ど
か
問
題
と
さ
れ
て
ぎ
ま
し
た
か
、

更
に
碁
本
的
な
問
題
と
し
て
‘
狭
い

国
士
‘
乏
し
い
資
源
な
ど
か
ら
み
て

総
人
口
か
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す

る
か
が
長
期
的
な
観
点
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
こ
こ
数
年
我
か

国
の
出
生
率
は
著
し
く
低
下
し
て
お

り
、
人
口
趨
勢
上
―
つ
の
転
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
も
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

二
、
調
査
の
対
象

調
査
の
対
象
は
現
在
、
我
が
国
に

常
住
す
る
人
を
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
世
帯
ご
と
に
調
査
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
一

億
一
‘
八

0
0
万
人
、
約
三
、
六

0
0

万
世
帯
か
調
査
の
対
象
に
な
る
見
込

み
で
す
。

三
、
調
査
の
事
頃

〔
世
帯
員
に
つ
い
て
〕

①

氏

名

②

男

女

の

別

③

世

帯

主
と
の
続
き
柄
④
配
偶
者
の
有
無

⑤

出

生

の

年

月

⑥

国

籍

⑦

現

住

居
に
入
居
し
た
時
期
⑧
前
住
地

⑨
教
育
⑩
仕
事
を
し
た
か
ど
う
か

の
別
⑪
従
業
地
ま
た
は
通
学
地

⑫
従
業
地
・
通
学
地
ま
で
の
利
用
交

通
手
段
⑬
勤
め
か
自
営
か
の
別

⑭
所
属
の
事
業
所
の
名
称
及
び
事
業

の
種
類
⑮
本
人
の
仕
事
の
種
類

〔
世
帯
に
つ
い
て
〕

⑮

世

帯

の

種

類

⑰
i`
-
帯
人
員

1
0
月
一
日
は
国
勢
調
査
の
日

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

ァ
イ
デ
ア
貯
金
箱

募
集
中

⑱
家
計
の
収
入
の
種
類
⑲
住
居
の

種
類
⑳
居
住
室
数
⑪
居
住
室
の

畳
数
⑫
住
宅
の
建
て
方

四
、
調
査
員

肱
川
町
で
は
二
七
人
の
方
々
に
調

査
員
を
お
願
い
し
て
お
り
、
九
月
二

四
日
か
ら
一

0
月
五
日
の
間
に
み
な

さ
ん
の
家
庭
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人

人

人

人

人

人

釦

264319446433588190

ロ
現

01

人査

日

ー

7

6

5

4

4

調

RI

年

年

年

年

年

年

2
5
3
0
3
5
4
0
4
5
5
0
 

和

勢

10

国

（

昭

郵
政
省
で
は
、
小
・
中
学
生
の
み

な
さ
ん
を
対
象
に
第
六
回
「
私
の
ア

イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
‘
ア
イ
デ

ア
に
と
ん
だ
楽
し
い
貯
金
箱
を
次
の
要

領
に
よ
り
多
数
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

小
学
生
、
中
学
生

▽
応
募
作
品
未
発
表
の
も
の
で
、

大
き
さ
は
一
辺
の
長
さ
か
二
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
。

材
料
は
自
由
で
す
。

▽
応
募
方
法
作
品
に
は
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
を
書
い
て
学
校
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
点
。

▽
出
品
の
締
切
り
九
月
一
三
日

▽
審
査
方
法
小
学
校
低
学
年
（
一

ー
三
年
）
、
高
学
年
（
四
ー
六

年
）、
中
学
校
の
各
部
門
ご
と

上
鹿
野
川
の
冨
永
廣
さ
ん
（
八

三
オ
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
丸
山
公

園
を
整
備
し
て
一
般
に
解
放
さ
れ、

ま
た
各
種
観
光
行
事
に
も
積
極
的
に

協
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
六
月
一

二
日
に
高
松
市
で
開
か
れ
た
日
本
観

光
協
会
四
国
支
部
総
会
に
お
い
て
、

日
本
観
光
協
会
々
長
荒
木
茂
久
三
氏

よ
り
観
光
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

を
受
け
ら
礼
よ
し
た
。

F
圏

冨
永
廣
さ
ん

観
光
事
業
功
労
で

上
鹿
野
川

宮
本
イ
マ
ヨ
さ
ん

(81
オ）

中

津

亀

田

義

光

さ

ん
(56
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

瓜

生

谷

上

川

良

一

さ

ん

二

男

広

志

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
'

t

ご
ざ
い
ま
す

昭
和
五
五
年
四
月

一
日
死
去
さ
れ

た
肱
川
町
名
誉
町
民

・
元
肱
川
町
長

故
池
田
萬
千
雄
氏
に
四
月
一
日
付
で

従
六
位
の
特
旨
が
あ
り
、
七
月
ニ
―

日
県
知
事
よ
り
位
記
が
遺
族
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

．と
こ
ろ

と

き

九
月
一
七
日

一
三
時
か
ら
一
五
時
ま

で肱
川
町
公
民
館

〇
乳
児
健
康
相
談

に
審
査
し
ま

す。

▽
審
査
発
表
五

五
年
一

0
月

▽

賞

金

賞

、

銀

賞
、
銅
賞
の

は
か
応
募
者

全
員
に
記
念

品
が
贈
ら
れ

ま
す
。ぶ故池田

萬
千
雄
氏
に

従
六
位
の
特
旨

と
こ
ろ

と

き

九
月
三
日

一
三
時
三

0
分
か
ら

五
時
ま
で

肱
川
町
公
民
館

〇
妊
婦
検
診

◇心配ごと相談◇
、、あ気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

8月25日

9月5日

9月16日

9日25日

担当相談員

谷本、佐久保

山中 、宮本

都谷、蔽田

戒野、 森・ド

相談員の自宅相談も受付けます


